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細胞外ヌクレオチド/P2受容体の多様な機能
Role of extracellular nucleotides/P2 receptors in the CNS 

生物を構成する全ての細胞にはエネルギー通貨としてアデノシン三リン酸(ATP)が含まれる。

ATPを含むヌクレオチドは細胞内のエネルギーとして機能するだけでなく、細胞外へ放出されると

その受容体(P2受容体)を介して細胞間情報伝達物質として機能する。P2受容体は90年代

初頭のクローニング以降、様々な臓器の多様な生命現象に重要な役割を果たす事が報告され

ている。細胞外ヌクレオチドは、中枢神経系では特にグリア間またはグリア-ニューロン間の情報を

伝達する「グリア伝達物質」として機能し、脳機能をダイナミックに制御する事が明らかとなってき

ている。

本講演では、細胞外ヌクレオチドおよびP2受容体シグナルの役割、特に中枢神経系における

病態・障害時のグリア細胞機能調節に関する知見を中心に紹介する。
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